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函館市中学校英語教育研究会 夏期研修会のご案内 

 

 初夏の薫りが心地よい季節となりました。皆様におかれましては、校務多忙を極める中、平素より函館市の

英語教育の発展のためご尽力を賜り、厚く御礼申し上げます。 

 さて、本年度の夏期研修会を下記要領にて開催する運びとなりました。夏期研修会をより教育現場での実

践へと繋げる場とするため、市内中学校・高等学校の先生方２名からワークショップと、その内容を受けての

ディスカッションを実施する予定でおります。これまで行っていた研究発表の内容をいっそう充実させ、明日

からすぐに使える授業ネタが満載の研修会となる見通しです。ぜひ多くの先生方にご参加いただき、各学校

に持ち帰ってシェアの輪を広げていただければと思います。 

 同日夕刻より懇親会もご用意しておりますので、ふるってご参加くださいますようご案内申し上げます。 

 

記 

 

１ 期日   ： 平成２９年 ７月 ２８日 （金）  １４：００～１６：００ 

 

２ 場所   ： 函館ラ・サール中学校高等学校 多目的教室 （℡ ５２－０３６５） 

 

３ 内容   ： ワークショップ・ディスカッション 

  ワークショップ① 「基礎基本の徹底 –伝えたいことを伝える準備–」 

by 函館ラ・サール中学校 藤原功生 先生 

概要：「英語を使える」ようになることは私たちの授業のゴールですが、「使

える英語」をしっかり訓練することなくして、それは叶いません。いきなり「話

してみよう」「書いてみよう」から始めるのではなく、システムを組んで地固

めをしてからコミュニケーション活動に入っていくことが重要です。今回は

言語活動を「Controlled→Free」へと繋げていく授業づくりを紹介します。 

 

 

  ワークショップ② 「生徒の主体的な取り組みを引き出す授業」 

by 函館市立的場中学校 菊地功 先生 

概要：いかにして生徒の意欲を引き出す授業を作るか。各先生にも，自分

の型があるはずです。実際に私自身の授業も，様々な先生のコピーのパッ

チワークで出来ていると思っていますが，その中にもほんの少しのオリジナ

リティも・・・。私の持っている授業パターンをいくつか紹介させていただきま

す。ほんの少しでも先生方の参考になれば幸いです。 



 

ディスカッション 概要：2 人の先生方のワークショップを受けて、各先生方にもご自身の授

業について考えていただく機会を持ち、「自分の授業ではこれをやってみよ

う」「このようにアレンジしよう」というアイディアを共有する時間を設ける予

定です。発表者への質疑応答にとどまらず、「自分ならこう考える」という、

建設的な意見の交換ができれば幸いです。 

 

４ 懇親会 ： 場所 「ピッツェリアラウンジ ソル」（本町 北洋銀行向い） 

   時間 １８：００～２０：００  会費 １人４,５００円 

    ※懇親会は自由参加です 

※懇親会に関する問い合わせは会長安達（０９０－９５１２－７３３０）まで 

 

５ 申込   ： ７月２４日（月）〆切 

※参加申込用紙（別紙）に記入の上、函館ラ・サール中学校 藤原までメールもし

くはＦＡＸにてお申し込みください 

（ＭＡＩＬ ｋｏｓｅｉ０５１１＠ｇｍａｉｌ．ｃｏｍ ／ ＦＡＸ ５４－０３６５） 

 

６ 備考   ： 問い合わせは研究部長 藤原（℡ ０８０－３３３６－３５２０）までお願いいたします 


